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２
月
４
日
か
ら

12
日

ま
で
、
夕
張
市
主
催
に

よ

る

「

市

長

と

話

そ

う
！
市
政
懇
談
会
“
あ

つ
や
ト
ー
ク
”
」
が
市
拠

点
複
合
施
設
り
す
た
を

皮
切
り
に
５
か
所
で
開

催
さ
れ
、
の
べ
１
８
１

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

厚
谷
市
長
か
ら
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

予
防
接
種
に
つ
い
て
」

や
「
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
・

夕
張
リ
ゾ
ー
ト
等
関
連

の
対
応
に
つ
い
て
」
、
ま

た
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
の
推
進
に
つ
い
て
」

の
説
明
の
の
ち
、
市
民

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見

や
質
問
、
要
望
な
ど
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 

市
民
の
質
問
・
意
見
・
要
望 

《
夕
張
リ
ゾ
ー
ト
・
ス
キ
ー
場

に
つ
い
て
》 

〇
夕
張
リ
ゾ
ー
ト
に
つ

い
て
、
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
再
開
の
め
ど

は
。 

〇
学
校
の
ス
キ
ー
授
業

に
つ
い
て 

〇
ス
キ
ー
留
学
生
へ
の

支
援
に
つ
い
て 

〇
ス
キ
ー
場
施
設
劣
化

防
止
の
た
め
保
守
管
理

が
必
要 

〇
サ
ッ
カ
ー
場
や
野
球

場
の
利
用
に
伴
い
、「
ひ

ま
わ
り
」
で
宿
泊
が
で

き
る
よ
う
対
策
を 

 《
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
つ
い
て
》 

〇
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
撤
退
後
、

水
道
料
金
の
市
民
負
担

に
つ
い
て 

 《
産
業
・
雇
用
に
つ
い
て
》 

〇
鹿
鳴
館
や
夕
張
リ
ゾ

ー
ト
に
強
く
再
開
を
迫

り
、
ダ
メ
な
ら
市
に
無

償
譲
渡
を
迫
り
雇
用
を

つ
く
れ 

〇
基
幹
産
業
を
農
業
と

位
置
付
け
、
市
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
や
Ｐ
Ｒ
等
大

き
な
支
援
が
必
要 

《
教
育
に
つ
い
て
》 

〇
幼
稚
園
児
の
送
迎
バ

ス
の
廃
止
に
つ
い
て 

〇
公
設
塾
キ
セ
キ
ノ
の

塾
講
師
に
つ
い
て 

 《
公
衆
ト
イ
レ
に
つ
い
て
》 

〇
道
の
駅
の

24
時
間
ト

イ
レ
の
実
現
を 

〇
桂
沢
へ
抜
け
る
観
光

客
が
利
用
で
き
る
公
衆

ト
イ
レ
の
設
置
を 

〇
公
衆
ト
イ
レ
の
増
設

を 

 《
あ
つ
や
ト
ー
ク
に
つ
い
て
》 

〇
市
民
と
の
対
話
を
も

っ
と
早
く
実
施
す
べ
き 

〇
市
民
と
直
接
対
話
の

継
続
を 

〇
こ
の
会
に
子
育
て
世

代
や
若
者
が
参
加
で
き

る
よ
う
、
夜
間
や
日
曜

日
に
開
催
し
て
ほ
し
い 

 《
そ
の
他
》 

〇
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て 

〇
自
衛
隊
ビ
ラ
の
全
戸

配
布
に
憤
慨 

〇
市
内
の
団
体
か
ら
の

会
談
等
申
し
入
れ
に
つ

い
て
、
返
事
が
な
い 

〇
デ
マ
ン
ド
交
通
が
便

数
が
少
な
く
使
い
ず
ら

い 

〇
避
難
所
開
設
の
問
題 

〇
市
営
住
宅
に
つ
い
て 

〇
防
犯
灯
の
電
気
料
金

が
高
く
補
助
し
て
も
ら

い
た
い 

〇
沼
ノ
沢
駅
舎
の
活
用

を 

参
加
者
数
は
４
日
り

す
た
（

13
時

30
分
の
部
）

28
名
、
り
す
た
（

18
時

の
部
）

30
名
、
５
日
は

ま
な
す
会
館

16
名
、
８

日
紅
葉
山
会
館

21
名
、

９
日
農
業
研
修
セ
ン
タ

ー

29
名
、

10
日
南
部
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

34
名
、

12
日
夕
張
市
役

所

23
名
で
し
た
。 

 

 

 

 

【経済対策】  

・プレミアム商品券（5000 円⇒7500 円分のチケット） 

1 世帯 4 セット、子育て世帯 6 セットまで 

 

【雇用対策】  

・市内事業者雇用促進助成金  

12 月以降の離職者を正規雇用した事業者へ 1 人雇用

につき 50 万円（1 事業者 100 万円限度）×40 人  

 

【経済対策】  

・経営持続化応援給付金拡充  

新型コロナ感染症による事業への影響を受けている事

業者に対し、事業継続してもらうための給付金の追加

給付  10 万円（済）+10 万円＝20 万円  

 

【その他コロナ感染症対策】  

・消防や南支所での対策、社会福祉協議会のバスの

増車、観光需要回復に向けた基盤整備や情報発信の

ための準備などが予定されています。 

 

※昨年 8 月発行の「市内サービス券」について  

・夕張メロンを 5000 円以上（送料込み）の購入で、夕張リ

ゾートや市内宿泊施設を利用の際、5000 円相当の割

引の「市内サービス券」は、市内宿泊施設での利用の

ほか、今年の夏のメロン購入に利用できることになりま

した。使用期限は来年 1 月頃までの予定です。 
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16
日
（
火
）
午
後
１

時

15
分
～
２
時
５
分
、

夕
張
中
学
校
に
お
い
て

地
域
（
授
業
）
参
観
日

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

３
階
１
年
生
国
語
、

２
階
２
年
生
英
語
、
１

階
３
年
生
社
会
が
当
て

ら
れ
、
今
の
中
学
生
の

学
ぶ
環
境
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。 

 

特
に
英
語
は
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ン
・

ラ
イ
ン
授
業
」
と
言
わ

れ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
パ

ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
授

業
で
し
た
。 

こ
れ
は
生
徒
一
人
対

一
人
の
英
語
ス
ピ
カ
ー

と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も

と
に
し
た
授
業
で
、
過

去
の
英
語
授
業
で
は
見

ら
れ
な
い
も
の
で
し
た
。  

す
べ
て
の
生
徒
た
ち

は
相
互
の
問
い
か
け
に

対
し
て
教
材
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
も
と
に
、
真
剣

に
対
話
を
続
け
て
い
ま 

し
た
。 

 

３
年
生
は
課
題
学
習

の
確
認
授
業
で
し
た
。 

 

１
年
生
は
国
語
の
つ

な

が

り

を

確

か

め

る

「
カ
ー
ド
学
習
」
の
よ

う
で
し
た
。 

 
 

 
 

明
治
維
新 

67 

朝
鮮
植
民
地
支
配 

㊾ 

 
 
 
 
 
 
 
 

今
回
の
連
載
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
植
民
地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

支
配
の
特
性
と
は
い
え
、
朝
鮮
民
族
に
対
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
治
政
府
以
来
の
筆
舌
に
絶
す
る
蛮
行
は
、
な 

ぜ
に
可
能
だ
っ
た
の
か
。 

 
 

そ
こ
に
は
古
く
か
ら
の
朝
鮮
は
負
け
て
当 

然
、
日
本
よ
り
劣
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
、
朝 

鮮
蔑
視
が
深
く
澱
ん
で
い
た
の
で
す 

朝
鮮
蔑
視
の
歴
史 

「
神
功
皇
后
の
三
韓
征
伐
」 

戦
前
の
日
本
歴
史
観
の
大
部
分
は
、
神
話
に
も
と
ず
く
「
日
本

書
紀
」
や
「
古
事
記
」
に
依
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
「
記
紀
」
の

古
代
の
伝
説
上
に
出
て
く
る
「
神
功
皇
后
」
が
、
神
の
お
告
げ
で

朝
鮮
の
新
羅
・
百
済
・
高
句
麗
を
攻
め
た
「
三
韓
征
伐
」
な
ど
は
、

そ
の
特
徴
と
い
わ
れ
ま
す
。 

以
来
、
日
本
は
大
昔
か
ら
朝
鮮
を
支
配
し
て
い
た
と
い
う
刷
り

込
み
が
、
歴
史
上
に
表
れ
ま
す
。 

「
蒙
古
襲
来
と
神
風
」 

こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
の
は
、
二
度
に
わ
た
る
蒙
古
と
朝
鮮
の

高
麗
連
合
軍
の
い
わ
ゆ
る
「
蒙
古
襲
来
」
「
元
寇
」
で
す
。
鎌
倉
幕

府
は
こ
れ
を
迎
え
撃
ち
ま
す
が
、
折
か
ら
の
台
風
に
遇
い
蒙
古
軍

船
は
壊
滅
撤
退
し
ま
す
。
こ
れ
を
も
っ
て
日
本
は
「
神
風
吹
く
」

神
の
国
で
あ
り
、
負
け
な
い
国
と
い
う
思
い
込
み
が
浸
透
し
ま
す
。

（
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
、
日
本
は
敗
戦
を
前
に
し
て
も
「
神
風

が
吹
き
日
本
は
負
け
な
い
」
と
宣
伝
さ
れ
、
神
風
特
攻
隊
の
悲
劇

を
生
む
） 

「
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
」 

戦
国
時
代
を
全
国
制
覇
し
た
秀
吉
は
、
一
五
九
二
年
（
文
禄
元
）

と
一
五
九
八
年
（
慶
長
三
）
の
二
度
の
朝
鮮
侵
略
に
出
兵
し
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
何
十
万
と
い
う
民
衆
を
殺
し
、
恩
賞
の
証
拠
と
し
て

耳
や
鼻
を
切
り
取
り
、
塩
漬
け
に
し
て
持
ち
帰
り
ま
す
（
耳
塚
で

有
名
）
。 

朝
鮮
で
は
、
農
耕
地
は
荒
ら
さ
れ
歴
史
的
建
造
物
が
破
壊
さ
れ
、

朝
鮮
民
族
と
国
土
は
深
刻
な
被
害
を
受
け
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

くずさんの 

夕張歴史散歩(153) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紙
智
子
「 

国
会
か
け
あ
る
記
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
議
院
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

紙 

智 

子 

多
喜
二
と
母
セ
キ
さ
ん
の
こ
と 

 

「
あ
あ
、
ま
た
こ
の
二
月
の
月
か
き
た
、
ほ
ん
と
う
に

こ
の
二
月
と
ゆ
月
か
、
い
や
な
月
こ
い
を
い
パ
い
に
な
き

た
い
、
ど
こ
に
い
て
も
な
か
れ
な
い
、
あ
ー
て
も
ラ
チ
オ

て
し
こ
す
た
し
か
る
、
あ
ー
な
み
た
か
て
る
、
め
か
ね
か

く
も
る
」
（
原
文
）
こ
れ
は
、
小
林
多
喜
二
の
母
セ
キ
さ

ん
が
亡
く
な
っ
た
後
、
遺
品
の
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
紙
片

に
書
か
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
多
喜
二
に
手
紙
を
書
き

た
い
一
心
で
字
を
覚
え
、
た
ど
た
ど
し
い
字
で
書
か
れ
て

い
ま
す
。
毎
年
２
月
に
な
る
と
、
わ
が
子
へ
の
断
ち
が
た

い
思
い
が
よ
み
が
え
る
母
親
の
言
葉
は
、
誰
の
胸
を
も
打

た
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

２
月2

0

日
は
多
喜
二
が
治
安
維
持
法
下
で
特
高
警
察
に

よ
っ
て
命
を
奪
わ
れ
て
か
ら8

8

周
年
で
す
。
「
杉
並
・
中

野
・
渋
谷
第3

3

回
多
喜
二
祭
」
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
取
り

な
が
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
何
を
話
す
か
悩
み
に
悩
ん

で
、
私
は
、
多
喜
二
の
作
品
や
そ
の
生
き
方
に
触
れ
、
何

を
受
け
継
ぐ
の
か
話
し
ま
し
た
。 

 

亡
く
な
っ
た
夫
か
ら
、
多
喜
二
の
母
セ
キ
さ
ん
を
訪

ね
、
入
党
を
す
す
め
た
経
験
を
聞
き
、
驚
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
「
こ
ん
な
ば
あ
さ
ん
が
入
っ
て
若
い
人
が
元

気
に
な
る
な
ら
い
い
よ
」
と
、
申
込
書
に
「
小
林
セ
キ
」

と
名
前
だ
け
書
い
て
宙
を
仰
ぎ
「
天
国
に
行
っ
た
ら
あ
ん

ち
ゃ
ん
な
ん
て
言
う
か
な
」
と
言
っ
て
フ
ッ
と
微
笑
ん
だ

と
い
い
ま
す
。 

 

「
多
喜
二
が
命
が
け
で
守
っ
た
党
に
入
る
こ
と
で
、
す

こ
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
に
思
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
」
。
今
、
多
喜
二
が
生
き
て
い
た
ら
、
き
っ
と
現
在
を

迫
力
満
点
に
書
い
た
に
違
い
な
い
。
命
が
け
で
つ
な
い
で

き
た
多
喜
二
の
挑
戦
を
、
い
ま
こ
そ
成
し
遂
げ
る
と
き
で

す
。 
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